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この世界には
ロマンがある

しぎょうさん

登 場 人 物

ふら美先生

¥0
TAKE FREE

やりたいことの
つくり方、ではなく、
つくられ方

宗像市鐘崎のマルヨシ醤油を使い、焼飛魚（アゴ）を贅沢にもまるごと
１本入れた、月うさぎオーナー山田さん完全オリジナルのだし醤油。
こだわりが詰まった「うどん屋 月う
さぎ」のお店の味を家庭でもお楽
しみいただけます。まずは釜玉うど
んをお楽しみください！だし巻き
卵、茶碗蒸しとも相性◎。ドレッシ
ングなどにもお使いいただけます。

今年で2年目を迎える本企画は多様な11のプログラムで構成。プログラムを通じて
宗像に根付く伝統や文化を体感したり、地域の課題を知って学んだりすることがで
きます。プログラムによっては県外からの移住者の参加もあり「宗像のディープな部
分を体験できる貴重な機会だった」などの声もあり満足度の高い企画となりました。

NPO　豆知識

NPOでボランティアする

一般企業を辞めてむなかた
市民フォーラムに転職して
きたNPO1年生。（ハイボー
ルを飲みながらつまむピスタ
チオが大好き）

NPOというものの実態
がよくわからず、うさんくさ
いと思っている、しぎょう
さんの友達。（しかし実の
ところNPOにすごく興味
がある）

NPOセンターに勤める
丁寧なサポートが評判
のお姉さん。

今回の

？
Hatena

無職のボランティアから任意団体を立ち上げ、株
式会社をつくり、ワインバーを始めてしまった現在
に至るまでの5年間。今や笑い話、紆余曲折ない
まっすぐ一本道の私の物語。
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人
か
ら
の
勧
め
に
従
い
、半
信
半
疑
で
ま
ち
づ
く
り

団
体
の
拠
点
と
し
て
昭
和
ス
ナ
ッ
ク
を
借
り
ま
し
た
。

長
ら
く
空
い
た
ま
ま
の
場
所
を
当
時
の
私（
無
職
）が
払

え
る
だ
け
と
い
う
破
格
の
家
賃
で
、敷
金
礼
金
な
し
。勤

め
先
の
社
長
が
逃
げ
て
ス
ナ
ッ
ク
に
い
る
と
な
る
と
、

今
と
な
っ
て
は
ネ
タ
の
一
つ
で
す
が
、当
時
は
戸
惑
う

ば
か
り
で
自
分
た
ち
で
す
ら
出
入
り
を
避
け
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
時
期
、念
願
叶
っ
て
ま
ち
づ
く
り
の
仕
事
に
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、黒
崎
で
働
く
50

人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
、そ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
体
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。何
回
目
か
の
会
議
の
と
き
に「
こ
こ
が
毎

週
開
い
て
い
た
ら
ふ
ら
り
と
寄
れ
る
の
に
」と
い
う
言

葉
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。日
中
は
終
日
店
に
立
ち
、会
議
も

出
席
で
き
ず
外
部
と
の
関
係
性
が
閉
鎖
的
に
な
る
と

い
う
課
題
を
抱
え
た
商
店
主
の
言
葉
で
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
毎
週
木
曜
日
は「
サ
ン
カ
ッ
ケ
ー
ナ
イ
ト
」

と
称
し
た
異
業
種
交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。3
年
間
ほ

ぼ
休
み
な
く
。ス
ナ
ッ
ク
を
借
り
て
事
務
所
と
言
い

張
っ
た
、そ
れ
は
改
装
な
き
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。

も
と
も
と
の
機
能『
ス
ナ
ッ
ク
』を
新
し
い
機
能『
ま
ち

づ
く
り
団
体
の
事
務
所
』に
用
途
変
更（
！
）し
た
こ
と

に
よ
り
、場
所
の
面
白
さ
と
コ
ン
セ
プ
ト
、集
ま
る
人
の

面
白
さ
が
化
学
反
応
を
起
こ
す
の
で
す
。こ
の
転
換
点

か
ら
、自
分
た
ち
の
思
い
描
く「
参
画
系
の
社
会
づ
く

り
」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が「
共
感
」と
い
う
推
進
力
で
大

き
く
跳
ね
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、終
わ
ら
な
い
最
終
回
へ
つ
づ
き
ま
す
。

福岡 佐知子

監修／特例認定NPO法人アカツキ

Mr.ビーンズこんにちは。異なる組織と協力して働くには人として理解し合える
関係性が大切だよねという話をしたけど、その前に一緒に働くチーム内でのコ
ミュニケーションも無視できないよね。Mr.ビーンズが前に活動していたNPO
は内部分裂して解散したって言ってたけど…何があったの？

すごい！おもしろそうな団体やん！
それでそれで？

月うさぎオーナー 山田智宏さん アゴだし醤油

Story
03

カタログ△代表
株式会社三角形代表取締役
むなかた市民フォーラム理事

ス
ナ
ッ
ク
と
私
を

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

なかなか難しい「話し合い」。Mr.ビーンズは過去のトラウマを克服することが
できるのでしょうか？ふらぐ春号に続く！

Mr.ビーンズ

焼飛魚がまるまる一本入った
100%手作りの飛魚（アゴ）だし醤油

http://urx.mobi/Henr
宗像うどん屋 月うさぎ
住所：宗像市曲1689-3
本商品は、月うさぎの店頭でのみ販売しています。1本¥860

右記QRコードまたはURL
からアンケートに答えてい
ただいた読者の皆様の中
から抽選で、「月うさぎ謹
製 アゴだし醤油」をプレ
ゼント！

応募締切は1月31日（水）アンケートはこちら!!

品産特宗像　　　
プレゼントコーナー
宗像　　　
プレゼントコーナー

NPOに対して批判的な態度のMr.ビーンズが、実は過去NPOで活動していた！？
内部分裂をして結局解散してしまったというその団体。Mr.ビーンズの過去に
一体何があったのでしょうか？本コーナーではNPOの謎めいた実体を、
NPO1年生のしぎょうさんとMr.ビーンズが一緒に学んでいきます。

抽選で2名

前回のStory

「宗像うどん屋 月うさぎ謹製
アゴだし醤油～焼飛魚一本入～」が当たる！！

話し合いが大事だってことはわかっ
ていますけど、そんなにうまくいかな
いですよ。それができたなら僕だって
辞めなかったでしょう。実際にどうす
ればよかったっていうんだい？

世 界 遺 産 の 街 で 非 日 常 の 体 験 を 。

前回のお話はこちらから

http://u0u1.net/GzIC

ふらぐ2107年秋号（vol.18）
「NPOと行政の協働」

「ありがとう」と言われること・プライ
ベートが充実すること・健康に良いこ
と・企画力やチラシを作る技術が身に
つくことなど、ボランティア活動の中
で感じるやりがいはさまざま。関わっ
ていきたい理由を明確にしておくと、
自分の中で活動意義が生まれます。

昔、私の地元に「豆PROJECT」というNPOがありました。大豆農家を営む
代表が、「地域で採れた大豆を通して地元を盛り上げていこう！」という目的
を掲げて作った団体でした。地元も大豆も大好きな私は「少しでも力になれ
たら」と、喜んでその団体のボランティアスタッフになったんです。

さらにこちらの提案は聞き入れてもらえず、代表の一存で全ての物事
が運んでいく始末。仕事と活動とで休む暇がなく、ついていけなくなっ
たメンバーは一人、また一人と離れていき、結局団体は解散しました。

当たる！！当たる！！
宗像特産品
プレゼントコーナー

宗像の
アゴだし醤油が

詳しくはウラ面を
ご覧下さい。

磨
け
ば
光
る

地
域
の
伝
統
文
化

つ
ぶ
め11

目からのうろこ！

入ってみると、活動は想像以上に過酷なものでした。イベントのチラ
シ作りのために画像編集ソフトの習得を求められ、集客にはノルマが
課せられ、週に一度の会議は必ず出席しなければいけなかった。週末
もイベントの受付担当を任されたりして、「地域に貢献したい気持ち」
と「大豆好き」を引き合いにいろいろなことを求められました。

なんとまぁ…

そんなことがあったんだ。せっかく団体の目的に共感していたのに、残念だね。

やりがいを
感じるかどうか

本業の仕事をしながら無理
なく活動に参加できる時間
は週（または月）にどれくら
いか、週末は参加できるか、
交通費の負担ができるか、
などを事前に団体側と共有
しておきましょう。

どこまで活動に
関われるか

NPOはお金を一番の目的にし
ていないからこそ、みんなで話し
合いながら活動していくことが
大切。会議以外にも仲間とのお
しゃべりの機会が設けられてい
るか、連絡の方法やルールが明
確かなどもポイント。

風通しの
良い環境か

NPOでボランティア活動するための大切な3つのポイントを紹介します。

危うく豆を嫌いに
なるところでした…

NPOは仕事としてだけではなく、いろ
んな関わり方があるからこそ、話し合
える環境＝コミュニケーションが大
切になってくるよね。

仕事が山積み・・・ 週末はイベント…

POINT
1

POINT
2

POINT
3

ロープレ開催  1 0月1日～1 1月2 9日2017

やりたいことのつくり方、ではなく、つくられ方

NPOでボランティアするNPO
豆知識

Story03

※活動レポートはむなかた市民フォーラムのサイトでご覧いただけます。



地域の防犯団体とも連携して活動を行っている

地 方 で の 新 し い 仕 事 の つ くり 方 。

［ローカル×デザインアカデミーむなかた  2 0 1 7 ］

が各家庭の負担となっていた。この伝統を続けていくべきか。

そこで住民が集まり火番を続けるかどうかを協議した。「男性か

らは伝統を守るべきだという声が多く出たのですが、家庭を守

る女性に負担が偏っていたこともあり、女性からは続けなくて

いいのではという声もありました」と岩熊さん。その結果、昭和

の末頃からは太鼓を叩く回数を１回に減らし伝統を継続するこ

とになった。また、火番の持ち回りの回数は各家庭で年2回まで

と上限が設けられた。高齢者だけの世帯も増え参加が難しい

家庭もあるため、現在は30軒ほどで持ち回る。昔から受け継が

れてきた伝統をそのままでなくとも、できる範囲でしなやかに

継承することが大事であることを畦町宿は教えてくれる。

　伝統を残すようにしたのはいいものの地域の住民の負担

も残っていた。ところがある会合で、負担と思われていた火

番の伝統を面白いと言われた。「住んでいる人たちからする

と当たり前のことが外部の人からすると魅力的に見えること

を感じました」と岩熊さん。その声を受けて、一般の人が体験

できるプログラムにしてみようということになり、福津市の観

光体験プログラム「福津暮らしの旅」に掲載されるようになっ

た。プログラムの実施は今年で4年目。これまで多くの人が火

番の太鼓に参加した。参加者からは「畦町の住民の一員と

なった気分になれるのが大きな魅力」などの声があがる。12

月9日には福津暮らしの旅で「畦町宿で火番体験とダブ＊2作

り」が開催される。

ふらぐ 「年甲斐もなく…っていわれるのが究極の褒め言葉ですね」

津市畦町宿は、宗像市の唐津街道赤間宿と古賀市の

青柳宿の間に宿場町として設けられたのがその始ま

り。宿場町内には壊れかけていた郡屋＊1が残されており、こ

の郡屋を地域住民の手で守っていくことを目的に、平成24年

唐津街道畦町宿保存会が発足した。保存会のメンバーで郡

家の再生に取り掛かろうとするものの、その再建には多額の

費用が必要になることがわかる。再建費を工面することは難

しかったため、自分たちの身の丈に合わせてできることをしよ

うと、神社のほとりにある池をみんなできれいにした。すると、

それを地域の人たちが大いに喜んでくれた。「自分たちができ

ることを行ったのですが、こんなにみんなが喜ぶことに驚きま

した。郡屋の再建はできないけど、自分たちが無理なくできる

ことをしようということになりました」と保存会で事務局長を

務める岩熊寛さんは語る。

　その畦町で最も長く継承されているのが火の用心を告げる

「火番の太鼓」である。これは200年以上前から続く地域の伝

統行事で、毎年11月～1月までのおよそ3ヵ月の間、住民の持ち

回りで行われる。宿場町内の約600メートルの街道筋囲を、夜

取材に

行ってきた
ばい

中の10時から2時まで計5回太鼓を叩くのが古くからの習わし

だ。この取り組みの始まりは、江戸時代まで遡る。地理的な影

響から何度か火災に見舞われていたそうだが、1792年に起きた

大火事で宿場のほとんどの家々が全焼し、残ったのはわずか7

軒だったとの記録がある。同じような被害を未然に防ごうと住

民が始めたのが火番の太鼓である。太鼓を合図に各家が火の

始末の点検を習慣化した。しかし、時代の変化に伴いその伝統

福

時代の変化により、地域に受け継がれる伝統を守るハードルは高くなった。
そんな中、江戸時代から200年以上脈々と伝統を受け継ぐ畦町宿の秘策に迫った。

畦町宿を守り続ける

磨けば光る
地域の伝統文化

すごか～！

つぶめ第11好奇心旺盛なタチバナくんが地域に
のしかかる課題について取材してきました。
好奇心旺盛なタチバナくんが地域に

のしかかる課題について取材してきました。

火番の太鼓。叩くとトーンという音が辺りに響く

イベントではダブなどの夕食を参加者で囲む

火番の太鼓を
持って夜回りす

る畦町住民の
春岡さん

ぎゃらりぃ畦の
前にある自転車

とカエル

しなやかに伝統文化を継承する

磨けば光る伝統文化

Profile

時安 里江さん
パトラン宗像チーム 代表
最近好きなのはマラニック（マラソン＋ピクニック）。
走った後の温泉とビールはたまりません！

と き や す 　 り　 え

Vol.07
NPOに生息し

ている人ってど
んな人？

ありのまま、その
ままの「人」に

焦点を当てるコ
ーナーです。

入口図鑑NPO

タチバナくん、
今回の取材も
勉強になりましたか？

トランは地域をパトロールしながらランニングすると

いう、新しいスタイルの防犯活動。今や全国に拠点を

広げるパトランの発祥地であるここ宗像で、チームの代表を

務めるのが時安さんだ。本職は看護師。48歳とは思えないそ

の容姿から、人は彼女のことを「美魔女」と呼ぶ。そのアク

ティブさと若さがパトランの活動とどう関わっているのか取

材した。

　今はフルマラソン、ウルトラマラソンまで走りきる彼女だ

が、もともとは運動音痴。走り始めたのも40歳すぎてからと

いう。「歳をとったせいもあるのか、いろいろな持久力がつい

てきたみたいで。逆に若かったら走れてないですよ」。子ども

も手を離れ始め、自分の中で目標にしていたフルマラソンも

完走し、ストイックに走るよりも楽しんで走ろうと思っていた

頃、パトラン開催のランニングセミナーに参加した。それがパ

トランとの出会いだった。「一緒に走りましょうよ」と声をかけ

られ、気楽に活動に参加するようになった。

　もともと様々なレースに参加して全国にランナー友達がい

た彼女。「宗像でパトランっていう活動があってね」とSNSで

発信すると、彼女の楽しそうな様子は多くの友人ランナーの

注目を集め、活動はまたたくまに全国に広がった。「パトラン

の広がりは時安さんがいたからこそ」。あっという間に宗像

チームの代表に任命された。

　「パトラン発祥の地として全国のお手本にならなければと

いうプレッシャーはありますが、それまで会うことのなかった

地域の人たちと出会いがあり、今は毎日が充実しています。

活動でのコミュニケーションが仕事に活かせたり、仲間との

交流自体がエネルギー充電になっていたりして、仕事との相

乗効果を感じています」と、活動に参加してからの変化をこう

振り返った。

　時安さんにとってパトランとは？「パトランで走るのはライ

フスタイルの延長ですね。何か人の役に立ちたいとは思って

いたけど、不思議とボランティアをやろうと思って走っている

わけではないんですよ。今は自分が楽しく走っていることで周

りに元気が伝播していることが嬉しいです」。本当に楽しそう

に話す時安さんを見て、年齢を重ねることはマイナスなことで

はなく、逆に魅力的な面

が増えることを教えても

らった。私もタイミング

が来たら走り始めよう。

取材／執行沙恵

パ

プ ロ フ ィ ー ル

岩熊 寛さん 72歳

　「地方での新しい仕事のつくり方」を考えるLDA2017、今年
は佐賀や大分からの参加者も含め14人が集まりました。宗像で
仕事を生み出している30代ゲストの等身大の経験を共有し、刺
激たっぷりの3日間となりました。「仲間づくりの大切さに気づく
ことができました。やっていることは違っても、目指す方向性が同
じ人たちと繋がっていくことで自分や相手の可能性を広げてい
けるのだと思います」、「自分の目指している場所のはるか先を突
き進んでいる皆さんの話を聞いて視野が広がり、可能性も広が
り、ワクワク心が爆発しました！」などの声をいただきました。

全3回開催しました！
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※活動レポートはむなかた市民フォーラムのサイトでご覧いただけます。

なるほど
～

※ウルトラマラソン…42.195kmを越える道のりを走るマラソンのこと

LDA2017

LDA2017

LDA2017

福津市畦町出身。国語の教師だったが、退職後に実家の古民家を活用
して、ぎゃらりぃ畦を開店。妻と娘の家族3人で運営を始めてから今年で
10年が経過した。毎週木・土・日曜日がぎゃらりぃ畦の営業日で、陶器や
トンボ玉、娘さん手作りのケーキ等の販売、月替わりの個展を開催する。

＊1 郡家とは、郡内の村役人の集会所のことで主要な宿場に置かれていた。参勤交代
に関わる打ち合わせや藩からの重要な伝達があったときには、ここに郡奉行や大庄
屋、庄屋などが集まって会議を開いていたと言われる。
＊2 ダブとは、宗像周辺に昔から伝わる郷土料理。「汁がだぶだぶある」ということか
らそう呼ばれるようになったと言われている。

畦町宿の灯籠 ぎゃらりぃ畦の外観

福津暮らしの旅パンフレット

勉強に
なったばい！


